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科目名 
 

情報システム論 

対象学科・学年 
  教育教福3回生  
   
   
  
  

担当者 
 

大倉 孝昭 

授業テーマ 
システムアドミニストレータの仕事を通して、利用者の立場から情報化を推進するための知識と考え方の習得を目指す 
授業の概要と目標 
経済産業省の実施している、初級システムアドミニストレータ試験に合格できる知識を身につけることを最終目標とする。仕事

の進め方やインタフェースの設計，ネットワーク化に対応したシステムの設計などについてテキストに沿って、講義と練習問題

を通して学習を深める。1回あたりの学習内容が多いので、問題演習を課題とすることも多い。 

評価方法 
毎時間，オンライン演習問題により理解度チェックを行う。学年末に試験を行い，それらを総合的に評価する。新聞記事を題材

にレポートを求めることもある。 
 
テキスト 
初級シスアド標準教科書 

テキスト 
初級シスアド標準教科

書 

テキスト 
初級シスアド標準教科

書 

参考書 
  

参考書 
  

参考書 
  

授業スケジュール・内容 

１．仕事の進め方 
２．コンピュータシステムの活用／コンピュータの仕組み（役割）／コンピュータの種類／ソフトウェアとその種類 
３．通信ネットワーク／ファイルとデータベース／コンピュータシステムの処理形態 
４．DFD,ERモデル／DFDを用いた要求分析・要求定義／データの収集／データの整理と分析 
５．QC７つ道具／新QC７つ道具 
６．データの加工／データの表し方／経営科学 
７．基幹業務システムの概要／入出力画面の設計／入力操作の定義 
８．出力設計／出力レイアウト設計／テストおよび検収の支援／システム運用の支援 
９．エンドユーザコンピューティングとは 
10．パソコンの基本構成／パソコンの動作の仕組み／パソコン本体の形態による分類／CPU 
11．メモリ／外部記憶装置／入力装置／出力装置／インタフェースとバス 
12．パソコンソフトとは／プログラミング言語／身近なアプリケーションソフト／業務ソフトウェア 
13．ＯＳの働き／さまざまなＯＳ／データの種類とデータ変換／ＯＳの基本操作 
14．表計算ソフトの利用／データベースソフトの利用 
15．関係データベースの考え方とＳＱＬ／ネットワークの概要／代表的なＬＡＮの方式 
16．代表的なＷＡＮの方式／インターネットへの接続／クライアントとサーバの種類／パソコンＬＡＮの構造 
17．マルチメディア／インターネットの活用 
18．グループウェアとイントラネット／モバイルコンピューティング 
19．オフィス環境とは／コンピュータに配慮したオフィス環境 
20．ハードウェアとソフトウェアの選定／ハードウェアとソフトウェアの設定 
21．LANネットワークの設定 
22．クライアントサーバーシステム 
23．構成管理／ファイル管理 
24．性能・障害管理の支援 
25．信頼性の把握 
26．セキュリティ管理の支援 
27．権利の保護とエチケット 
28．事前準備と効果的な話し方／プレゼンテーションの実際 
29．文章の書き方／ビジュアル表現の仕方 
30．試験のための演習 
利用ソフト：InternetExplorer 

 


